
2000年 県立高校数学入試問題

１　（１）次の計算をせよ。

　　　　ア　3-4×（-5）

　　　　イ　

　　　　ウ

　　（２）次の不等式を解け。

　　

　　（３）次の２次方程式を解け。

　　（４）関数 でｘの値がａからａ+２まで増加するときの変化の割合は４である。

　　　　　このときａの値を求めよ。

　　（５）下の図のように、円Ｏの周を１０等分している点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，

　　　　　Ｈ，Ｉ，Ｊがある。いま、点Ａと点Ｄ、点Ｂと点Ｇを結ぶ線分の交点をＫ，点Ａ

　　　　　での接線をＡＬとして、∠ＤＡＬ，∠ＧＫＤの大きさを求めよ。
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２　図のように，正方形ＡＢＣＤの頂点Ａの位置に２点Ｐ，Ｑがある。いま，大小２個の

さいころを同時に投げて，大きいさいころの出た目の数だけ点Ｐを右回りに，小さい

さいころの出た目の数だけ点Ｑを左回りに，それぞれ方形の頂点の上を順に進めるもの

とする。この２個のさいころを同時に１回投げるとき，次の問いに答えよ。

（ただし，さいころの１から６までの日の出かたは，同様に確からしいものとする。）

（１）２点Ｐ，Ｑがともに頂点Ｄで止まる場合のさいころの目の出かたは何通りあるか。

　 （解）
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（２）２点P，Qがともに正方形の同じ頂点で止まる確率を求めよ。

　　 （解）

答　　　　　　　　
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３　図のように、２つの円Ｏ，Ｏ′は点Ｅで接しており、円Ｏ′は直線ＣＤと点Ｄで接している。

　　また、円Ｏの半径は２cm、円Ｏ′の半径は６cmであり、点Ａ，Ｂは

　　２つの塩に共通な接線の接点である。次の問いに答えよ。

　　（１）線分ＡＢの長さを求めよ。

　　（２）四角形ＢＣＤＯ′を直線ＯＤを軸として１回転してできる

　　　　　立体の体積を求めよ。

答　　　　　cm

答　　　　　cm3

あ

答　　　　　　　　　　

答

ｘ＝　　　　　　回

ｙ＝　　　　　　回

（２）カーソルが の位置にきたとき，ｘ，ｙの連立方程式を作れ。また，ｘ，ｙの値を

求めよ。

　　（解）連立方程式

　全部でキーを２０回押したところ，カーソルは図の　　　の位置から　　　の位置へ移動した。

そのとき，キー　　　はキー　　　の２倍よりも３回少なく押した。

キー　　　をｘ回キー　　　をｙ回押したとして，次の間いに答えよ。

（１）カーソルが　　　の位置にきたとき，キー　　　を押した回数は X－５で表される。

　　キー　　　を押した回数をｙで表せ。

　　（解）

あ

あ

４

あ

　右の図のカーソルは，４つのキー　　・　　・　　・　　をそれぞれ１回

押すと　　　は右に１，　　は左に１，　　は上に３，　　は下に２動くよ

うに設定されている。
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　５　図のように，∠AOC=60゜の1辺の長さ4cmのひし形 OABC がある。いま，点P，Qは頂点0の

　　　位置にあり，点Pは頂点0を出発し辺OA，AB上を毎秒1cm の速さで進むものとする。また、

　　　点Qは点Pが出発してから2秒後に頂点0を出発し，辺OA上を毎秒1cm，辺AB上を毎秒2cmの

　　　速さで進むものとする。点P，Qを通り対角線ACに平行な2直線とひし形OABCの辺で囲まれ

　　　てできる図形（かげの部分）の周の長さを考える。点Pが出発してからｘ秒後の図形の周

　　　の長さをycmとするとき，次の間いに答えよ。

　　（1）X＝3 のときのy の値を求めよ。

　　　（解）　　　　　　　　　　　　　　　　

　　（2）次の各場合について，yを表す式をつくれ。

　　　ア　0≦X≦2　のとき

　　　　（解）

　　　イ　2≦X≦4　のとき

　　　　（解）

　　

　　　ウ　4≦X≦6　のとき

　　　　（解）

　

　　　エ　6≦X≦8　のとき

　　　　（解）

　　（3）（2）で求めたア～エの各場合について，

　　　　　Xとy の関係をグラフに表せ。

答　ｙ＝　　　　　　

答　ｙ＝　　　　　　

答　ｙ＝　　　　　　

答　　　　　

答　ｙ＝　　　　　　
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　　図１のように，１辺４ｃｍの正方形ＡＢＣＤの上に１辺２ｃｍの小さい正方形Ａ′ＢＣ′Ｄ′

　　を重ねておく。次に，点Ｂを中　心として，正方形Ａ′ＢＣ’Ｄ’を右回りに回転させ，その

　　つど図のように点Ａと点Ａ′，点Ｃと点Ｃ′を結ぶ。次の間いに答えよ。

　（1）　図2，図3，図4で，いずれも2つの三角形が合同になるが，この2つ

　　　　の三角形を見つけ，合同条件を書け。

　　　（回転するため各図で形や大きさは変化する。）

　　　　答

　　　　　2つの三角形　　　　　　　　　　と

　　　　　合同条件

　（2〉　直線AA′と直線CC′が交わってできる角の大きさはどの図において

　　　　も同じである。

　　　ア　これは何度であるか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答　　　　（度）

　　　イ　アであることを図３で証明せよ。

　　　　（証明）

　（3）正方形A′BC′D′が1回転するとき，線分AA′がえがいた図形の面積を求めよ。

　　（必要ならば，この用紙の左上隅にかいてある四角形を切り取って考えてもよい。）

　　（解）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答　　　　　　cm2
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以上


